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「ミケ ラ ンジ ェロの建 築」 彰国社 ,1976,初版)は 原書 の初版 が1961年と,も はや4半 世
紀 も前 で あ る上 に,も の の見方 や 歴史 観 な ど も本 書 と は全 く異 っ てい る はず で,こ れ で
もって本 書 の不 備 を補 うこ となど到底可 能 とは考 え られ ない。 著者 ともあ ろ う人が 一体 ど
う した ので あろ うか。
私 が ミケ ラ ンジ ェロ に こだわ りつ づ けて来 たの は,彼 を と りま く時代 の文化 的状況 が ポ
ス トモ ダ ンの現代 とか な り併行 的 な,い わゆ るマニエ リスム的 な もので あ り,彼 自身の芸
術 も,初 期 の一 時期 は別 と して,そ の特 質はあ くまで古 典主 義 に対立 す るマニ エ リスム と
して,そ れは年 を追 うにつ れ ます ます顕著 に なって行 った と考 え られるか らで ある。 著者
もまた,こ うした20世紀 の新 しい芸術 観 に基 い て,本 書 におい て も ミケ ラ ンジェロの芸 術
(彫刻,絵 画)に 見 られ るマニ エ リスム的表 現 に注 目 して いる よ うに思 わ れる。 それ な ら
なお の こ と,「建 築」 は割愛 な ど出来 る筈 はない のだが 。何 故 な ら 「建築 」 は著者 自身 も
い うように 「年老 いた ミケ ラ ンジェ ロに とって,主 た る表現手 段 に なった」 とい えるか ら
で ある。 ところで,問 題 は,ア ッカ ーマ ンが その著 「ミケ ラン ジェ ロの建 築」 に何 らマ ニ
エ リス ム を見 出 してい ない のは 当然 と して,著 者 もまた本 書 のなか での,ミ ケ ランジ ェロ
の建 築 に関す る限 りどうや らマニエ リスム を見 出 してい ない と思 われ るこ とで あ る。 た と
え ば ミケ ラ ンジ ェロの 建 築 にお け るマ ニエ リスム的 作例 の 一典 型 と される ラ ウ レン ッ ィ
ア ーナ図書 館 の前 室 の解説 など を見 て も,著 者 はア ッカ ーマ ンのそ れ とそ れほ ど大差 の な
い記述 に終 って い る。 こう した ことか ら考 え られる こと は,著 者 が 巨匠の彫 刻や絵 画 につ
いて も,少 な くと もその造 形精神 を解 明す る上で はマニ エ リス ム を重要 な概念 とは考 えて
はい ない と思 われ る こ とで あ る。す なわ ち著者 は本 書 におい て,マ ニエ リス ム を巨匠の 造
形 の単 な る様 式的特 性 として,こ れ を表 相的 に取 あつか うに止 まって お り,こ れ をマニ エ
リス トと して の巨 匠の造 形精 神 に根 ざす,そ の芸術全 体 にか らむ概 念 とは考 えて いない と
見 られ る。
た とえ ば著 者 は,ミ ケ ラ ンジェ ロの マニ エ リス ム思想 の 典型 的な あ らわ れ と して の,
「勝利」像を頂点とする 「身を捩る」カタチ=「蛇状曲線形」を初期以来ぐり返し作品面
で と りあ げなが ら,こ れ を 「マニエ リス トと呼 ばれ る芸術家 た ち に とって基 本 とな ったあ
る理想 の表 明」 な ど とい った風 に,つ き離 した見 方 に止 まって い る。 また,既 に初期段 階
か ら巨匠 の人間形 成 の上 でマニ エ リスムの思 想 と切 り離 し得 な い と思 われ る 「新 プ ラ トン
主 義」 な どにつ いて も,コ トバ としては 出て来て も,そ れが い かな る意 味内容 の ものか に
つ い ては,何 の説 明 もな されて いな い。 ま して カタチ の上で ,そ う した特 性 的な あ らわ れ
を く り返 さない建築 にお けるマ ニエ リスム におい てお やであ る。











て補足 改訂 を加 えてい ただ きたい もので あ る。
(向井 正也)
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